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１

「
後
方
よ
り
零ジ

ー
ク戦
！
」

　

尾
部
銃
座
の
射
手
を
務
め
る
ロ
イ
・
キ
ャ
ン
ピ
オ
ン
軍
曹

の
声
が
、
イ
ン
カ
ム
を
通
じ
て
伝
わ
っ
た
。

「
来
や
が
っ
た
か
、
腐ハ

イ
エ
ナ

肉
獣
ど
も
め
！
」

　

第１

７

９

Ｂ

Ｓ

一
七
九
爆
撃
飛
行
隊
の
第
一
中
隊
三
番
機
で
、
機
長
と

主
操
縦
士
を
兼
任
す
る
ア
ー
チ
ャ
ー
・
マ
リ
オ
ッ
ト
中
尉
は
、

吐
き
捨
て
る
よ
う
に
叫さ

け

ん
だ
。

　

一
九
四
三
年
二
月
五
日
。

　

１
７
９
Ｂ
Ｓ
と
第１

８

１

Ｂ

Ｓ

一
八
一
爆
撃
飛
行
隊
を
合
わ
せ
て
九
四

機
の
ボ
ー
イ
ン
グ
Ｂ
17
〝
フ
ラ
イ
ン
グ
・
フ
ォ
ー
ト
レ
ス
〞

が
、
ト
ラ
ッ
ク
環か

ん

礁し
ょ
う

冬ウ
マ
ン

島
、
楓

パ
レ
ム

島
の
日
本
軍
飛
行
場
を

爆
撃
し
た
帰き

路ろ

だ
。

　

こ
の
日
の
爆
撃
行
で
、
マ
リ
オ
ッ
ト
の
Ｂ
17
は
、
爆
撃
手

を
射
殺
さ
れ
た
上
、
四
番
エ
ン
ジ
ン
に
被
弾
し
た
。
火
災
は

鎮ち
ん

火か

し
た
が
、
エ
ン
ジ
ン
は
停
止
し
て
い
る
。

　

現
在
は
、
三
基
の
エ
ン
ジ
ン
で
飛
行
し
て
い
る
状
態
だ
。

　

高
度
二
万
フ
ィ
ー
ト
を
保
つ
よ
う
努
め
て
い
る
が
、
と
も

す
れ
ば
高
度
が
下
が
り
そ
う
に
な
る
。

　

青あ
お

息い
き

吐と

息い
き

の
状
態
に
あ
る
の
は
、
マ
リ
オ
ッ
ト
機
だ
け
で

は
な
い
。

　

ジ
ー
ク
や
、
昨
年
九
月
よ
り
ト
ラ
ッ
ク
に
配
備
さ
れ
た
新

型
戦
闘
機
―
合
衆
国
の
コ
ー
ド
ネ
ー
ム
〝
鍾ト

ー
ジ
ョ
ー馗〞
の
猛
攻

に
よ
り
、
一
〇
機
以
上
が
墜お

と
さ
れ
、
マ
リ
オ
ッ
ト
機
も
含

め
て
一
八
機
が
被
弾
損
傷
し
た
。

　

損
傷
機
は
現
在
、
味
方
機
よ
り
大
き
く
遅
れ
て
、
ニ
ュ
ー

ブ
リ
テ
ン
島
ラ
バ
ウ
ル
へ
の
帰
還
を
目
指
し
て
い
る
。

　

そ
の
被
弾
機
に
、
ジ
ー
ク
が
追
い
す
が
っ
て
来
た
の
だ
。

　

マ
リ
オ
ッ
ト
は
、
エ
ン
ジ
ン
・
ス
ロ
ッ
ト
ル
を
開
い
た
。

　

健
在
な
エ
ン
ジ
ン
三
基
の
唸う

な

り
が
高
ま
り
、
Ｂ
17
が
加
速

さ
れ
た
。

　

最
大
時
速
は
五
二
〇
キ
ロ
だ
が
、
今
の
マ
リ
オ
ッ
ト
機
に
、

そ
れ
だ
け
の
速
力
は
出
せ
な
い
。
エ
ン
ジ
ン
一
基
が
停
止
し

て
い
る
上
、
外が

い

鈑は
ん

の
損
傷
に
伴と

も
なう
空
気
抵
抗
の
増
大
も
あ
る
。
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現
状
で
は
、
四
〇
〇
キ
ロ
が
精せ

い

一い
っ

杯ぱ
い

だ
。

「『
ス
ペ
ー
ド
３
』よ
り
全
機
！ 

待
っ
て
く
れ
、
み
ん
な
！

置
い
て
い
か
な
い
で
く
れ
！
」

　

泣
き
声
の
よ
う
な
声
が
レ
シ
ー
バ
ー
に
入
る
。

　

第
二
中
隊
三
番
機
の
副
操
縦
士
ス
テ
ィ
ー
ブ
・
リ
ー
ド
軍

曹
の
声
だ
。

　

コ
ク
ピ
ッ
ト
に
被
弾
し
、
機
長
を
射
殺
さ
れ
た
上
、
エ
ン

ジ
ン
二
基
が
損
傷
し
て
い
る
。

　

単
機
で
、
敵て

き

中ち
ゅ
うに
取
り
残
さ
れ
よ
う
と
し
て
い
る
の
だ
。

「
助
け
て
や
り
た
い
が
、
ど
う
に
も
な
ら
ん
」

　

マ
リ
オ
ッ
ト
は
、
隣
席
に
座
る
副
操
縦
士
の
バ
ー
ト
・
コ

リ
ン
ズ
伍
長
と
顔
を
見
合
わ
せ
、
か
ぶ
り
を
振
っ
た
。

　

戦
友
を
見み

殺ご
ろ

し
に
す
る
の
は
忍し

の

び
な
い
が
、
今
は
こ
ち
ら

が
生
き
延
び
ら
れ
る
か
ど
う
か
の
瀬せ

戸と

際ぎ
わ

な
の
だ
。

「『
ス
ペ
ー
ド
３
』
被
弾
！ 

高
度
下
が
り
ま
す
！
」

　

尾
部
銃
座
の
キ
ャ
ン
ピ
オ
ン
が
報
告
し
て
来
る
。

　

僚
り
ょ
う

機き

や
追
っ
て
来
る
ジ
ー
ク
の
姿
が
は
っ
き
り
見
え
る

位
置
だ
。
機
体
の
後
部
を
守
る
と
い
う
大
事
な
役
目
だ
が
、

こ
の
よ
う
な
状
況
下
で
は
、
最
も
辛つ

ら

い
ポ
ジ
シ
ョ
ン
だ
。

「『
ス
ペ
ー
ド
３
』
墜
落
！
」

　

キ
ャ
ン
ピ
オ
ン
の
悲
痛
な
声
が
伝
わ
っ
た
。

　

マ
リ
オ
ッ
ト
は
、
胸
の
前
で
十
字
を
切
っ
た
。

　

リ
ー
ド
軍
曹
は
ジ
ー
ク
か
ら
逃の

が

れ
る
べ
く
、
懸け

ん

命め
い

に
機
体

を
操あ

や
つり
続
け
、
各
機
銃
座
の
射
手
も
最
後
ま
で
射
撃
を
続
け

た
で
あ
ろ
う
が
、
虚む

な

し
い
努
力
に
過
ぎ
な
か
っ
た
の
だ
。

「
ジ
ー
ク
、
追
っ
て
来
ま
す
。
機
数
約
二
〇
！
」

「
戦
友
を
悼い

た

ん
で
い
る
ど
こ
ろ
じ
ゃ
な
い
な
」

　

キ
ャ
ン
ピ
オ
ン
の
報
告
を
受
け
、
マ
リ
オ
ッ
ト
は
唸
り
声

を
発
し
た
。

　

一
機
を
仕し

留と

め
た
程
度
で
は
、
ジ
ー
ク
は
満
足
し
な
い
。

　

視
界
に
入
る
Ｂ
17
全
て
を
墜
と
す
か
、
弾た

ま

切ぎ

れ
に
な
ら
な

い
限
り
、
追
跡
が
止や

む
こ
と
は
な
い
。

　

Ｂ
17
ク
ル
ー
の
中
に
は
、
ト
ラ
ッ
ク
か
ら
二
〇
〇
浬カ

イ
リ

以

上
離
れ
た
海
面
ま
で
、
ジ
ー
ク
の
執し

つ

拗よ
う

な
追
跡
を
受
け
続
け

た
者
も
い
る
。

　

飢
え
た
コ
ヨ
ー
テ
を
思
わ
せ
る
執

し
ゅ
う

念ね
ん

だ
。
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「
ジ
ー
ク
、『
ス
ペ
ー
ド
２
』
を
攻
撃
中
！
」

「
ジ
ー
ク
、『
ダ
イ
ヤ
４
』
に
取
り
付
き
ま
し
た
！
」

　

キ
ャ
ン
ピ
オ
ン
の
報
告
に
、
コ
リ
ン
ズ
の
声
が
重
な
っ
た
。

　

標
的
に
な
っ
た
の
は
、
第
二
中
隊
の
二
番
機
と
第
一
中
隊

の
四
番
機
だ
。

　

マ
リ
オ
ッ
ト
は
、
首
を
左
に
向
け
た
。

　

第
一
中
隊
の
四
番
機
に
、
ジ
ー
ク
二
機
が
後
方
か
ら
射
弾

を
浴
び
せ
て
い
る
。

「
ダ
イ
ヤ
４
」
の
反
撃
は
な
い
。
胴
体
上
面
の
旋
回
機
銃
座

も
、
尾
部
銃
座
も
、
既
に
破
壊
さ
れ
て
い
る
の
か
も
し
れ
な

い
。

「
ジ
ム
、
マ
イ
ク
、『
ダ
イ
ヤ
４
』
を
援え

ん

護ご

し
ろ
！
」

　

マ
リ
オ
ッ
ト
は
、
胴
体
上
面
と
左
側
面
の
旋
回
機
銃
を
受

け
持
つ
二
人
の
射
手
に
命
じ
た
。

　

間か
ん

髪ぱ
つ

入い

れ
ず
、
後
部
か
ら
連
射
音
が
伝
わ
っ
た
。

　

ジ
ム・
フ
ァ
ー
ガ
ス
ン
伍
長
が
胴
体
上
面
か
ら
、
マ
イ
ク・

ロ
ー
マ
ン
一
等
兵
が
左
側
面
か
ら
、
そ
れ
ぞ
れ
一
二
・
七
ミ

リ
弾
を
放
っ
た
の
だ
。

「
ジ
ー
ク
、
左
後
方
！
」

「
ジ
ム
、
目
標
を
左
後
方
の
敵
機
に
変
更
し
ろ
！
」

　

キ
ャ
ン
ピ
オ
ン
の
叫
び
を
受
け
、
マ
リ
オ
ッ
ト
は
フ
ァ
ー

ガ
ス
ン
に
命
じ
た
。

　

戦
友
を
助
け
た
い
気
持
ち
は
あ
る
が
、
優
先
す
べ
き
は
自

分
た
ち
の
機
体
だ
。

　

マ
リ
オ
ッ
ト
は
、
ス
テ
ア
リ
ン
グ
・
ホ
イ
ー
ル
を
左
へ
、

次
い
で
右
へ
と
回
す
。

　

爆
弾
を
投
下
し
、
身み

軽が
る

に
な
っ
て
は
い
る
が
、
Ｂ
17
の
動

き
は
お
世せ

辞じ

に
も
敏
速
と
は
言
え
な
い
。

　

二
七
・
二
ト
ン
と
い
う
全
備
重
量
も
あ
る
が
、
エ
ン
ジ
ン

一
基
が
停
止
し
て
い
る
こ
と
も
、
運
動
性
能
を
低
下
さ
せ
て

い
る
。

　

左
に
、
右
に
と
旋
回
し
つ
つ
、
マ
リ
オ
ッ
ト
機
は
後
方
に

射
弾
を
放
つ
。

　

不
気
味
な
打
撃
音
が
コ
ク
ピ
ッ
ト
に
届
く
。

　

機
体
の
ど
こ
か
に
、
敵
弾
が
命
中
し
た
の
だ
。

「
エ
ン
ジ
ン
に
異
常
な
し
！
」
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「
了
解
！
」

　

コ
リ
ン
ズ
が
計
器
を
チ
ェ
ッ
ク
し
て
報
告
し
、
マ
リ
オ
ッ

ト
は
ご
く
短
く
返
答
す
る
。

「『
ダ
イ
ヤ
４
』
火
災
！
」

　

フ
ァ
ー
ガ
ス
ン
が
悲
痛
な
叫
び
声
を
上
げ
た
。

　

マ
リ
オ
ッ
ト
は
左
方
を
見
や
っ
た
が
、
第
一
中
隊
の
四
番

機
は
視
界
に
入
っ
て
来
な
い
。

　

自
分
の
目
に
入
ら
な
い
場
所
で
、
一
〇
人
の
戦
友
が
逝い

こ

う
と
し
て
い
る
。

「
ジ
ー
ク
、
前
方
に
回
り
ま
す
！
」

　

フ
ァ
ー
ガ
ス
ン
が
注
意
を
喚か

ん

起き

し
た
。

　

コ
ク
ピ
ッ
ト
の
真
上
を
か
す
め
る
よ
う
に
し
て
、
青あ

お

白じ
ろ

い

射
弾
が
前
方
に
飛
ん
だ
。
胴
体
上
面
の
旋
回
機
銃
座
が
火
を

噴
い
た
の
だ
。

　

一
二
・
七
ミ
リ
弾
の
火か

箭せ
ん

が
振
り
回
さ
れ
る
。

　

野や

生せ
い

馬ば

を
捕
ら
え
よ
う
と
す
る
投な

げ
縄な

わ

の
よ
う
だ
が
、
ジ

ー
ク
が
そ
れ
に
捉と

ら

え
ら
れ
る
こ
と
は
な
い
。

　

右
に
、
左
に
と
旋
回
し
、
銃
撃
を
か
わ
し
な
が
ら
、
マ
リ

オ
ッ
ト
機
と
の
距
離
を
詰
め
て
来
る
。

　

マ
リ
オ
ッ
ト
は
敵
機
の
照
準
を
外
す
べ
く
、
ス
テ
ア
リ
ン

グ
・
ホ
イ
ー
ル
を
不
規
則
に
回
す
。

　

Ｂ
17
の
巨
体
は
、
振ふ

り
子こ

の
よ
う
に
振
ら
れ
る
が
、
巨
大

な
四
発
機
の
動
き
は
悲
し
く
な
る
ほ
ど
鈍
い
。

　

前
方
に
回
り
込
ん
だ
ジ
ー
ク
二
機
が
、
続
け
ざ
ま
に
射
弾

を
放
っ
た
。

　

右
主
翼
の
三
番
エ
ン
ジ
ン
に
真ま

っ
赤か

な
火
箭
が
突
き
込
ま

れ
、
僅わ

ず

か
に
遅
れ
て
、
左
主
翼
の
一
番
エ
ン
ジ
ン
に
も
敵
弾

が
突
き
刺
さ
っ
た
。

　

三
番
エ
ン
ジ
ン
の
カ
ウ
リ
ン
グ
が
引
き
裂
か
れ
、
裂
け
目

か
ら
火か

焔え
ん

が
噴
出
す
る
。

　

一
番
エ
ン
ジ
ン
も
、
プ
ロ
ペ
ラ
が
止
ま
る
。

　

三
基
の
エ
ン
ジ
ン
の
う
ち
、
二
基
を
や
ら
れ
た
Ｂ
17
は
、

急
速
に
高
度
を
落
と
し
始
め
た
。

「
脱
出
だ
！ 

全
員
、
脱
出
し
ろ
！
」

　

マ
リ
オ
ッ
ト
は
、
ま
だ
生
き
て
い
る
イ
ン
カ
ム
を
通
じ
て

全
ク
ル
ー
に
命
じ
た
。
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コ
リ
ン
ズ
が
副
操
縦
士
席
か
ら
離
れ
、
マ
リ
オ
ッ
ト
も
続

い
た
。

　

機
首
が
下
が
り
、
胴
体
の
床
面
が
急
坂
と
化
す
前
に
後
部

に
移
動
し
、
機
外
に
脱
出
し
た
。

　

飛
び
降
り
た
直
後
、
凄す

さ

ま
じ
い
風
圧
に
全
身
が
引
っ
掴つ

か

ま

れ
、
空
中
で
二
転
三
転
す
る
。
自
分
た
ち
が
こ
の
直
前
ま
で
、

分
厚
い
装
甲
鈑
に
よ
っ
て
守
ら
れ
て
い
た
こ
と
を
実
感
す
る

瞬
間
だ
。

　

一
〇
秒
数
え
て
、
落ら

っ

下か

傘さ
ん

を
開
く
。

　

全
身
に
上
向
き
の
強
烈
な
Ｇ
が
か
か
り
、
降
下
速
度
が
急

減
す
る
。

　

白
い
落
下
傘
が
頭
上
に
広
が
り
、
マ
リ
オ
ッ
ト
の
身
体
は

風
に
吹
か
れ
て
漂た

だ
よい
始
め
る
。

　

一
〇
人
以
上
の
Ｂ
17
ク
ル
ー
が
、
落
下
傘
降
下
中
だ
。

　

何
人
が
生
き
て
ラ
バ
ウ
ル
に
戻
れ
る
か
は
、
ま
だ
分
か
ら

な
か
っ
た
。

「
生
存
者
な
し
…
…
か
」

　

ガ
ト
ー
級
潜せ

ん

水す
い

艦か
ん

「
ト
リ
ガ
ー
」
の
艦
長
リ
チ
ャ
ー
ド
・

ハ
ミ
ル
少
佐
は
、
海
面
の
様
子
を
見
て
呻う

め

き
声ご

え

を
上
げ
た
。

「
ト
リ
ガ
ー
」
は
、
不
時
着
し
た
Ｂ
17
ク
ル
ー
を
救
助
す
る

た
め
、
合
衆
国
海
軍
が
ビ
ス
マ
ル
ク
諸
島
と
ト
ラ
ッ
ク
環
礁

の
中
間
海
面
に
配
置
し
た
潜
水
艦
の
一
隻
だ
。

「
我わ

れ

、
ジ
ー
ク
の
追
撃
を
受
く
」

　

と
の
緊
急
信
を
受
信
し
た
た
め
、
戦
場
付
近
の
海
面
に
駆

け
つ
け
た
の
だ
。

　

位
置
は
、
ト
ラ
ッ
ク
環
礁
ウ
マ
ン
島
よ
り
の
方
位
一
八
〇

度
、
八
〇
浬
。

　

海
面
に
は
、
空
気
が
抜
け
た
落
下
傘
や
ラ
イ
フ
ボ
ー
ト
等
、

友
軍
機
が
墜
落
、
も
し
く
は
不
時
着
水
し
た
名な

残ご
り

が
漂
っ
て

い
る
。

　

Ｂ
17
ク
ル
ー
の
姿
は
見
え
な
い
。

　

ラ
イ
フ
ボ
ー
ト
の
多
く
は
空
気
が
抜
け
て
お
り
、
中
に
は

血
に
染そ

ま
っ
て
い
る
も
の
も
あ
る
。

　

何
が
起
こ
っ
た
の
か
は
、
だ
い
た
い
想
像
が
付
く
。
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墜
落
機
か
ら
脱
出
し
た
ク
ル
ー
を
、
鮫さ

め

が
襲
っ
た
の
だ
。

　

血
の
匂
い
を
嗅か

ぎ
つ
け
た
死し

に

神が
み

の
顎あ

ぎ
とに
捉
え
ら
れ
た
瞬
間
、

ク
ル
ー
が
感
じ
た
で
あ
ろ
う
恐
怖
と
絶
望
を
想
像
す
る
と
、

暗あ
ん

然ぜ
ん

と
我
知
ら
ず
体
が
震
え
た
。

「
艦
長
、
救
助
要
請
を
受
信
し
ま
し
た
。
ウ
マ
ン
島
よ
り
の

方
位
一
八
〇
度
、
九
五
浬
で
す
」

「
了
解
し
た
。
針
路
一
八
〇
度
」

　

航
海
長
テ
ッ
ド
・
ル
ー
カ
ス
大
尉
の
報
告
を
受
け
、
ハ
ミ

ル
は
変
針
を
命
じ
た
。

　

生
存
者
が
い
な
い
以
上
、
こ
の
海
面
に
用
は
な
い
。
一
人

で
も
多
く
の
ク
ル
ー
を
助
け
る
こ
と
に
、
力
を
注そ

そ

が
ね
ば
な

ら
な
い
。

　

艦
が
南
下
を
開
始
し
た
と
き
、
ハ
ミ
ル
は
今い

ま

一い
ち

度ど

海
面
を

眺な
が

め
渡わ

た

し
た
。

　

波な
み

間ま

に
漂
う
浮
遊
物
は
、
次し

第だ
い

に
小
さ
く
な
り
、
や
が
て

海
に
溶
け
込
む
よ
う
に
消
え
て
い
っ
た
。

２

　

推
進
機
音
は
、
左
正せ

い

横お
う

か
ら
近
づ
い
て
来
た
。

　

潜
水
艦
の
発
令
所
で
は
、
細
か
く
砕
い
た
氷こ

お
りを
耳
元
で
か

き
回
さ
れ
る
よ
う
な
音
に
聞
こ
え
る
。

　

涼
し
げ
な
音
で
は
あ
る
が
、
潜
水
艦
の
乗
員
に
と
っ
て
は
、

死
神
の
足
音
に
等
し
い
。

　

陸
地
に
近
く
、
水
深
が
浅
い
た
め
、
深
み
に
潜も

ぐ

っ
て
や
り

過
ご
す
と
い
う
潜
水
艦
の
得
意
技
は
使
え
な
い
。

　

発
見
さ
れ
た
ら
、
撃
沈
さ
れ
る
こ
と
は
確
実
だ
。

「
さ
す
が
に
警
戒
が
厳
重
だ
な
」

　

呂
号
第
一
三
一
潜
水
艦
の
水
雷
長
を
務
め
る
相あ

い

坂さ
か

吾ご

一い
ち

大

尉
の
耳
に
、
潜
水
艦
長
沖お

き

英え
い

介す
け

少
佐
の
小
声
が
届
い
た
。

　

現
在
位
置
は
、
ニ
ュ
ー
ブ
リ
テ
ン
島
カ
ラ
ビ
ア
湾
の
湾
口

沖
五
浬
だ
。

　

ビ
ス
マ
ル
ク
諸
島
に
お
け
る
米
軍
最
大
の
航
空
基
地
ラ
バ

ウ
ル
の
表

お
も
て

玄げ
ん

関か
ん

と
あ
っ
て
、
警
戒
は
厳
し
い
。
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駆く

逐ち
く

艦か
ん

の
他
、
駆く

潜せ
ん

艇て
い

、
哨

し
ょ
う

戒か
い

艇て
い

と
い
っ
た
小
型
の
対

潜
艦
艇
が
常
時
五
、
六
隻
貼
り
付
き
、
海
中
か
ら
忍
び
寄
る

刺し

客か
く

に
目
を
光
ら
せ
て
い
る
。

　

潜
水
艦
と
い
え
ど
も
、
こ
の
よ
う
な
海
面
に
進
入
す
る
の

は
自
殺
行
為
に
等
し
い
。

　

だ
が
、
呂
一
三
一
は
任
務
の
特
殊
性
故ゆ

え

、
カ
ラ
ビ
ア
湾
口

ま
で
進
出
す
る
必
要
が
あ
っ
た
。

　

推
進
機
音
は
、
呂
一
三
一
の
頭
上
を
左
か
ら
右
に
通
過
し

て
ゆ
く
。

　

推
進
機
音
が
聞
こ
え
な
く
な
っ
て
も
、
沖
は
す
ぐ
に
命
令

を
出
さ
な
か
っ
た
。

　

敵
艦
と
の
距
離
が
充
分
開
い
た
と
水す

い

測そ
く

長ち
ょ
う
が
判
断
し
な

い
限
り
、
艦
を
動
か
す
こ
と
は
で
き
な
い
。

　

一
〇
分
ほ
ど
が
経
過
し
た
と
こ
ろ
で
、
水
測
員
の
小お

山や
ま

田だ

憲け
ん

一い
ち

二
等
水
兵
が
、
足
音
を
忍
ば
せ
な
が
ら
発
令
所
に
来
た
。

「
伝
令
。
敵
艦
の
推
進
機
音
、
失し

っ

探た
ん

。
本
艦
と
の
距
離
は
五ゴ

〇マ
ル

（
五
〇
〇
〇
メ
ー
ト
ル
）
以
上
と
見み

積つ

も
ら
れ
ま
す
」

　

直
立
不
動
の
姿
勢
で
敬
礼
し
、
囁

さ
さ
やき
声
で
報
告
し
た
。

「
後
進
微び

速そ
く

」

　

沖
が
、
機
関
長
金か

な

沢ざ
わ

誠ま
こ
と

大
尉
に
命
じ
た
。

　

呂
一
三
一
は
針
路
を
九
〇
度
、
す
な
わ
ち
真ま

東ひ
が
し
に
取
っ

て
い
る
。
湾
口
に
接
近
す
る
た
め
に
は
、
後
進
を
か
け
る
必

要
が
あ
る
の
だ
。

　

若
じ
ゃ
っ

干か
ん

の
間ま

を
置お

い
て
、
艦
が
僅
か
に
身み

震ぶ
る

い
す
る
。

　

何
メ
ー
ト
ル
か
を
後
ろ
向
き
に
移
動
し
た
か
と
思
う
と
、

減
速
し
、
数
秒
後
に
停
止
す
る
。

　

敵
に
推
進
機
音
を
聞
き
取
ら
れ
な
い
た
め
、
微
速
で
後
進

し
た
後
、
惰だ

性せ
い

で
艦
を
動
か
す
の
だ
。「
ド
ン
亀が

め

」
と
い
う

渾あ
だ

名な

通
り
の
、
ゆ
っ
く
り
し
た
動
き
だ
。

「
臆お

く

病び
ょ
うな
ぐ
ら
い
で
丁

ち
ょ
う

度ど

い
い
」

　

と
い
う
の
が
、
沖
の
口く

ち

癖ぐ
せ

だ
っ
た
。

　

前
進
と
停
止
を
一
〇
回
以
上
繰
り
返
し
、

「
湾
口
ま
で
三
浬
」

　

航
海
長
の
新に

っ

田た

司つ
か
さ

大
尉
が
報
告
し
た
と
き
、

「
伝
令
。
本
艦
前
方
よ
り
推
進
機
音
。
艦
艇
多
数
。
距
離
一ヒ

ト

五ゴ

〇マ
ル

（
一
万
二
〇
〇
〇
メ
ー
ト
ル
）」
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一い
っ

旦た
ん

水
測
室
に
戻
っ
て
い
た
小
山
田
二
水
が
報
告
し
た
。

「
機
関
停
止
。
無
音
」

　

沖
が
即そ

く

座ざ

に
下か

令れ
い

し
、
推
進
機
へ
の
動
力
が
切
ら
れ
る
。

「
艦
長
、
こ
こ
で
敷ふ

設せ
つ

し
ま
し
ょ
う
」

　

艦
が
停
止
し
た
と
こ
ろ
で
、
相
坂
が
具ぐ

申し
ん

し
た
。

「
こ
こ
で
か
？ 
少
し
早
過
ぎ
な
い
か
？
」

　

沖
よ
り
も
先
に
、
新
田
が
疑
問
を
提て

い

起き

し
た
。

　

階
級
は
同
じ
大
尉
だ
が
、
新
田
の
方
が
先せ

ん

任に
ん

で
あ
る
た
め
、

上
位
者
の
話
し
方
に
な
っ
て
い
る
。

「
水
測
室
が
探
知
し
た
目
標
は
、
ラ
バ
ウ
ル
に
物
資
を
運
ん

で
来
た
船
団
で
あ
る
可
能
性
大だ

い

で
す
。
こ
こ
で
敷
設
す
れ
ば
、

多
数
の
輸
送
船
を
物
資
ご
と
一い

ち

網も
う

打だ

尽じ
ん

に
で
き
ま
す
」

「
危
険
で
は
な
い
か
？ 

戦
果
は
上
げ
ら
れ
る
か
も
し
れ
な

い
が
、
本
艦
も
敵
の
護
衛
艦
艇
に
発
見
さ
れ
、
攻
撃
を
受
け

る
か
も
し
れ
な
い
」

「
敷
設
後
に
、
船
団
の
真ま

下し
た

を
抜
け
ま
す
。
敵
艦
の
推
進
機

音
に
紛ま

ぎ

れ
て
脱
出
で
き
ま
す
よ
」

「
…
…
や
ろ
う
」

　

相
坂
と
新
田
の
や
り
取
り
を
聞
い
て
い
た
沖
が
、
重お

も

々お
も

し

い
声
で
断だ

ん

を
下
し
た
。

「
敵
は
目
の
前
に
い
る
。
仕
留
め
る
た
め
の
武
器
も
あ
る
。

千せ
ん

載ざ
い

一い
ち

遇ぐ
う

の
好
機
を
逃
す
べ
き
で
は
な
い
。
水
雷
、
機
雷
敷

設
準
備
。
二フ

タ

〇マ
ル

一ヒ
ト

六ロ
ク

（
日
本
時
間
。
現
地
時
間
二
一
時
一
六
分
）

よ
り
敷
設
を
開
始
す
る
」

「
機
雷
敷
設
、
準
備
し
ま
す
」

　

相
坂
は
復
唱
を
返
し
、
伝
令
兵
の
森も

り

崎さ
き

真し
ん

吾ご

二
等
水
兵
に

命
じ
た
。

「
機
雷
長
に
伝
令
。『
機
雷
敷
設
準
備
。
敷
設
数
三
六
。
敷

設
間
隔
二
〇
秒
。
発
動
二フ

タ

〇マ
ル

一ヒ
ト

六ロ
ク

』」

「『
機
雷
敷
設
準
備
。
敷
設
数
三
六
。
敷
設
間
隔
二
〇
秒
。

発
動
二フ

タ

〇マ
ル

一ヒ
ト

六ロ
ク

』。
機
雷
長
に
伝
え
ま
す
」

　

森
崎
が
復
唱
を
返
し
、
発
令
所
か
ら
駆
け
去
っ
た
。

　

現
在
、
時
刻
は
二
〇
時
一
四
分
。

　

二
分
後
に
は
、
呂
一
三
一
が
艦
の
後
部
に
抱
え
て
来
た
三

六
個
の
機
雷
が
、
ラ
バ
ウ
ル
に
補
給
物
資
を
運
ん
で
来
た
輸

送
船
の
船
底
を
食
い
破
る
べ
く
、
海
中
に
放
た
れ
る
。
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（
海
軍
が
、
も
う
少
し
こ
の
戦
術
に
力
を
入
れ
て
く
れ
れ
ば

い
い
ん
だ
が
）

　

腹
の
底
で
、
相
坂
は
呟つ

ぶ
やい
た
。

　

相
坂
は
江え

田た

島じ
ま

卒
業
後
、
水
雷
を
専
門
に
選
ん
だ
が
、
水

雷
学
校
で
学
ん
だ
と
き
、

「
機
雷
戦
の
研
究
を
希
望
し
ま
す
」

　

と
述
べ
て
、
教
官
や
同
期
生
か
ら
変
人
扱
い
さ
れ
た
。

　

機
雷
戦
の
研
究
な
ど
し
た
と
こ
ろ
で
、
待
っ
て
い
る
も
の

は
掃そ

う

海か
い

艇て
い

や
敷
設
艦
の
艦
長
と
い
う
地じ

味み

な
役
ど
こ
ろ
で
あ

り
、
栄え

い

達た
つ

と
は
ほ
ど
遠
い
。

　

そ
の
よ
う
な
道
を
好
ん
で
歩
む
と
は
―
と
、
多
く
の
者

が
好
奇
の
視
線
を
向
け
た
。

　

だ
が
日
本
海
軍
は
、
日に

ち

露ろ

戦せ
ん

役え
き

に
お
い
て
機
雷
の
有
効
性

を
実
証
す
る
と
共
に
、
機
雷
の
怖
さ
も
味
わ
っ
て
い
る
。

　

同
戦
役
に
お
い
て
、
日
本
軍
は
ロ
シ
ア
戦せ

ん

艦か
ん

「
ペ
ト
ロ
パ

ブ
ロ
フ
ス
ク
」
を
機
雷
に
よ
っ
て
撃
沈
し
、
ロ
シ
ア
太
平
洋

艦
隊
司
令
長
官
ス
テ
パ
ン
・
マ
カ
ロ
フ
中
将
を
戦
死
さ
せ
た

が
、
日
本
側
も
主
力
戦
艦
の
「
初は

つ

瀬せ

」「
八や

島し
ま

」
を
ロ
シ
ア

軍
の
機
雷
で
失
っ
た
の
だ
。

　

現
在
で
は
、
機
雷
そ
の
も
の
も
進
歩
し
て
お
り
、
艦
船
の

音
や
艦
体
が
持
つ
磁
気
に
感か

ん

応の
う

す
る
機
雷
、
そ
れ
ら
を
組
み

合
わ
せ
た
機
雷
が
出
現
し
て
い
る
。

　

相
坂
は
、
戦
史
や
諸
外
国
に
お
け
る
機
雷
戦
の
研
究
成
果

を
調
べ
、
何
度
も
海
軍
中
央
に
報
告
書
を
提
出
し
た
。

　

新
米
士
官
の
報
告
な
ど
、
ど
こ
ま
で
取
り
上
げ
ら
れ
る
だ

ろ
う
か
。
ま
し
て
機
雷
戦
な
ど
と
い
う
出
世
に
縁え

ん

の
な
い
道

を
選
ん
だ
者
の
主
張
な
ど
―
と
思
っ
た
が
、
相
坂
の
主
張

に
耳
を
傾
け
て
く
れ
る
者
が
軍ぐ

ん

令れ
い

部ぶ

に
お
り
、
海
軍
中
央
に

働
き
か
け
て
く
れ
た
。

　

そ
の
時
点
で
、
帝
国
海
軍
は
四
隻
の
機
雷
敷
設
潜
水
艦
を

配
備
し
て
い
た
が
、
昭
和
九
年
度
計
画
で
、
新
た
に
機
雷
敷

設
潜
水
艦
六
隻
の
建
造
が
決
定
さ
れ
た
の
だ
。

　

そ
の
一
隻
が
、
相
坂
が
水
雷
長
と
し
て
乗
り
組
ん
で
い
る

呂
一
三
一
だ
。

　

伊
号
で
は
な
く
、
中
型
潜
水
艦
の
呂
号
第
三
三
型
潜
水
艦

を
ベ
ー
ス
に
設
計
さ
れ
、
艦
尾
に
機
雷
敷
設
筒
二
基
を
装
備
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し
、
機
雷
三
六
個
を
搭
載
す
る
。

　

呂
三
三
型
は
、
全
長
七
三
メ
ー
ト
ル
、
最
大
幅
六
・
七
メ

ー
ト
ル
、
水
上
排
水
量
七
〇
〇
ト
ン
、
水
中
排
水
量
一
二
〇

〇
ト
ン
だ
が
、
呂
一
三
一
型
は
や
や
大
型
化
し
、
全
長
七
九

メ
ー
ト
ル
、
最
大
幅
七
・
二
メ
ー
ト
ル
、
水
上
排
水
量
九
三

〇
ト
ン
、
水
中
排
水
量
一
三
七
〇
ト
ン
と
な
っ
て
い
る
。

　

姉
妹
艦
五
隻
の
う
ち
二
隻
は
、
昨
年
三
月
、
真し

ん

珠じ
ゅ

湾わ
ん

口こ
う

へ

の
機
雷
敷
設
作
戦
で
失
わ
れ
た
が
、
他
の
三
隻
は
健
在
で
あ

り
、
ビ
ス
マ
ル
ク
海
方
面
の
作
戦
に
投
入
さ
れ
て
い
る
。

　

呂
一
三
一
型
を
束た

ば

ね
る
第
五
一
潜
水
隊
の
司
令
有あ

り

沢さ
わ

幸こ
う

太た

郎ろ
う

大
佐
は
、

「
輸
送
船
を
標
的
と
す
る
の
は
物も

の

足た

り
な
い
か
も
し
れ
な
い

が
、
戦
略
的
に
は
非
常
に
重
要
な
の
だ
」

　

と
伝
え
て
来
た
が
、
相
坂
は
物
足
り
な
い
と
は
思
っ
て
い

な
い
。

　

機
雷
の
有
効
性
を
海
軍
中
央
に
理
解
さ
せ
る
に
は
、
格か

っ

好こ
う

の
目
標
だ
。

「
前
進
微
速
」

「
機
雷
敷
設
始
め
」

　

二
〇
時
一
六
分
、
沖
艦
長
が
予
定
通
り
に
下
令
し
た
。

　

機
関
音
が
高
ま
り
、
呂
一
三
一
が
ゆ
っ
く
り
と
前
進
を
開

始
し
た
。

　

魚
雷
の
発
射
と
は
異
な
り
、
機
雷
の
敷
設
は
静
か
だ
。

　

後
部
の
敷
設
筒
か
ら
、
音
が
伝
わ
っ
て
来
る
こ
と
も
な
い
。

　

た
だ
、
伝
令
の
報
告
に
よ
っ
て
知
る
だ
け
だ
。

　

二
分
ほ
ど
前
進
を
続
け
た
と
き
、

「
前
方
よ
り
推
進
機
音
。
護
衛
艦
艇
ら
し
い
」

「
機
関
停
止
。
無
音
」

　

小
山
田
二
水
の
報
告
を
受
け
、
沖
が
命
じ
た
。

　

推
進
機
に
伝
え
る
動
力
が
切
ら
れ
、
艦
は
数
秒
後
に
停
止

す
る
。

「
敷
設
止
め
。
前
進
再
開
後
に
、
作
業
を
再
開
す
る
」

「『
敷
設
止
め
。
前
進
再
開
後
に
作
業
再
開
』。
機
雷
長
に
伝

え
ま
す
」

　

命
令
を
受
け
た
森
崎
二
水
が
、
後
部
の
機
雷
室
に
走
る
。

　

し
ば
し
、
沈
黙
が
発
令
所
を
支
配
す
る
。
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「
現
在
ま
で
に
一
六
個
、
敷
設
完
了
」

　

森
崎
が
機
雷
室
か
ら
戻
っ
て
報
告
す
る
が
、
そ
れ
も
相
坂

の
耳
元
に
口
を
近
づ
け
て
の
囁
き
だ
。

　

甲か
ん

高だ
か

い
音
が
、
艦
外
か
ら
伝
わ
っ
て
来
る
。
敵
艦
が
、
音お

ん

波ぱ

探た
ん

信し
ん

儀ぎ

で
潜
水
艦
の
有う

無む

を
探
っ
て
い
る
の
だ
。

　

探
信
音
に
混
じ
っ
て
、
推
進
機
音
も
聞
こ
え
る
。

　

船
団
よ
り
先
行
し
た
護
衛
艦
艇
―
お
そ
ら
く
駆
逐
艦
が
、

カ
ラ
ビ
ア
湾
口
へ
と
向
か
っ
て
い
る
の
だ
。

　

敵
艦
が
、
探
信
音
を
放
ち
な
が
ら
呂
一
三
一
の
頭
上
を
通

過
す
る
。

　

潜
水
艦
乗
り
に
と
り
、
何
よ
り
も
恐
怖
を
感
じ
る
一
瞬
だ
。

　

水
測
室
か
ら
「
着
水
音
多
数
」
の
報
告
が
届
く
の
で
は
な

い
か
と
気
が
気
で
は
な
い
。

　

音
は
後
方
へ
と
抜
け
、
次
第
に
遠
ざ
か
っ
て
ゆ
く
。

　

敵
艦
は
、
呂
一
三
一
を
探
知
で
き
な
か
っ
た
よ
う
だ
。
海

底
す
れ
す
れ
の
場
所
で
懸け

ん

吊ち
ょ
う
し
て
い
た
た
め
、
海
底
の
凹お

う

凸と
つ

と
区
別
が
つ
か
な
か
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。

「
前
進
微
速
」

　

沖
が
下
令
し
た
。

　

呂
一
三
一
が
、
ゆ
っ
く
り
と
前
進
を
開
始
し
た
。

　

数
秒
間
前
進
し
た
か
と
思
え
ば
、
動
力
が
切
ら
れ
、
艦
は

ほ
ど
な
く
停
止
す
る
。

「
新
た
な
機
雷
、
二
個
敷
設
」

　

森
崎
が
報
告
し
た
と
こ
ろ
で
、
再
び
「
前
進
微
速
」
が
命

じ
ら
れ
る
。

　

呂
一
三
一
は
前
進
、
停
止
を
繰
り
返
す
。

　

前
進
を
再
開
す
る
た
び
に
、
機
雷
が
敷
設
筒
か
ら
放
た
れ
、

海
中
に
漂
い
流
れ
て
ゆ
く
。

　

後
方
か
ら
、
炸さ

く

裂れ
つ

音
が
届
く
こ
と
は
な
い
。

　

駆
潜
艇
や
哨
戒
艇
の
よ
う
な
小
艇
で
は
な
く
、
積
み
荷
で

喫き
っ

水す
い

が
深
く
な
っ
て
い
る
輸
送
船
を
仕
留
め
る
た
め
、
浮
遊

深
度
を
深
め
に
調
整
し
て
い
る
の
だ
。

「
前
方
に
推
進
機
音
。
音
源
多
数
。
距
離
六ロ

ク

〇マ
ル

（
六
〇
〇
〇

メ
ー
ト
ル
）」

　

小
山
田
が
、
水
測
長
の
報
告
を
伝
え
た
。

「
水
雷
、
機
雷
の
残
り
は
？
」



★
ご
覧
い
た
だ
い
た
立
ち
読
み
用
書
籍
は
Ｐ
Ｄ
Ｆ

形
式
で
、
作
成
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
続
き
は

書
店
に
て
お
求
め
の
上
、
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。




